Customs and Trade Automated Interface Requirements


	取引明細定時日報
　　　自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書/
通関概要［納税申告］提出


	本章は取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出のための入力及び（その入力応答）出力ﾚｺｰﾄﾞを提供する。これらのﾚｺｰﾄﾞは月次一括納税プロセス参加者によって使用されるものである。


ﾚｺｰﾄﾞの説明
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 PT (入力)








PDS‑4

支払人の事業部門番号（該当する場合）、支払い方法、明細書の申告者、明細書番号、及び支払金額に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出のための入力ﾚｺｰﾄﾞ
ﾚｺｰﾄﾞの識別子PU (出力)








PDS‑5

明細書番号、明細書の申告者、支払い（代行）申告者、支払金額、受理年月日、ｴﾗｰｺｰﾄﾞ、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞ、及び支払人の事業部門番号（該当する場合）に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出(PT入力応答)出力ﾚｺｰﾄﾞ
取引明細定時日報
自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要提出

取引明細定時日報に対する自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書/通関概要提出の適用業務識別子(PN)は次の２つの目的に適う：
· 自動手形交換所(ACH)による引き落とし［振替］参加者にとって、それは取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書としての役割を果たす。当該取引明細定時日報を載せている月次一括納税明細書の支払い期日まで、この引き落とし指示書が保持される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
· それは取引明細定時日報に掲載される通関概要に対する通関概要［納税申告］提出の役割を果たす。
自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書は、推定関税、税金及び手数料に対する紙の小切手支払いに取って代わるように設計された電子決済機構である。事前合意に基き、支払人の銀行口座が電子的に借り方に記入される。支払人口座の電子的借方記入［口座自動振替］は、その支払いの承認が合衆国・税関国境警備局(CBP)により受理されている場合に限り、かつ、受理された支払い承認ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝの総額の範囲［と引換え］に限り起る。
申告者が、全てﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ通関概要から成る仮取引明細書を受取り、当該明細書の未払い金総額がｾﾞﾛ、かつ、明細書の代金が通常、自動手形交換所(ACH)の取引によって”支払われて”いる場合、当該申告者は金額ｾﾞﾛ ($0.00) の自動手形交換所(ACH)への支払い承認を送信しなければならない。この金額ｾﾞﾛの自動手形交換所(ACH)ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ（送信）処理によりACSの自動徴収ﾌﾟﾛｾｽが完了し、かつ、最終取引明細定時日報の生成が開始される。申告者はそのﾍﾟｰﾊﾟｰﾚｽ通関概要と明細書情報の両方共保存しなければならない。
大抵、最終取引明細定時日報は、CBPが取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝを受理した翌日に申告者が入手できる。月次一括納税の支払い期日に、引き落とし指示書がメロン銀行に送られ処理される。
適切な処理の結果が支払い状況ﾚｺｰﾄﾞ(ﾚｺｰﾄﾞの識別子PU)を通じて提供される。もし、このﾚｺｰﾄﾞがｴﾗｰ状態を示すなら、その取引明細定時日報に対する処理は行われない。もし、ｴﾗｰ状態なら、支払い承認ﾚｺｰﾄﾞ（ﾚｺｰﾄﾞの識別子PT）が正しいﾃﾞｰﾀで再送信されなければならない。
入力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子PTは取引明細定時日報に対する(申告者の)自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書/通関概要［納税申告］提出のための必須の入力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はPNである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。
出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子PUは取引明細定時日報に対する(申告者の)自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書/通関概要［納税申告］提出(PT入力応答)の必須の出力ﾚｺｰﾄﾞである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子B上の適用業務識別子はPZである。ﾚｺｰﾄﾞの識別子Bに関する追加情報については、本資料の業務処理統制(APL)の章を参照のこと。

［訳者補足］
1. Entry Summary PresentationとEntry Summary Presentation Dateについて
①関税の納付について申告納税方式が採られているのでＡＣＥ処理の根本はこのEntry Summary Presentationにある。その日付DateはPeriodic Monthly StatementのQ1ﾚｺｰﾄﾞに「これは‘PN’ﾄﾗﾝｻﾞｸｼｮﾝ［通関概要の提出］がCBPにより処理された日付である。」とある。上記本文入力：ではﾚｺｰﾄﾞの識別子PTであって、適用業務識別子はPNである、からそのﾚｺｰﾄﾞが処理された日がその日付になる。
　また、同様に“提出”Presentationも前記入力に対する応答出力：ﾚｺｰﾄﾞの識別子PUにより確認される。
②ＡＣＥでは通関概要は提出者が生成し、通関概要トランザクション［関連する複数の
処理を一つの処理として纏めたもの］をABI経由でACEに提出する。通関概要記録[ﾚｺｰﾄﾞ]がＡＣＥで創造され、正常受信であれば通関概要の状態[ｽﾃｰﾀｽ]は”受付済み”と表示される。
しかし、一括納税における提出/提出日は①のようになる。
　
ﾚｺｰﾄﾞの識別子 PT (入力)

これは支払人の事業部門番号、支払い方法、明細書の申告者、明細書番号、及び支払金額に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出のための入力ﾚｺｰﾄﾞである。
このﾚｺｰﾄﾞは必要に応じて繰り返し使用される。

	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 PT (入力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置
（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にPに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常に Tに等しくなければならない。
	

	支払人の事業部門番号
	6AN
	3-8
	C
	自動手形交換所(ACH)による引き落とし参加者にとって、これはどの銀行預金口座が借方に記入されることになっているかを識別するメロン銀行とのセットアップ過程中はずっとCBPにより提供される番号である。自動手形交換所(ACH)以外の振替参加者はこのﾌｨｰﾙﾄﾞを空白で埋める。
	

	支払い方法
	2N
	9-10
	M
	1と言うｺｰﾄﾞは支払い方法がCBPの取引明細定時日報によることを指す。
	

	明細書の申告者
	3AN
	11-13
	C
	取引明細定時日報の申告者を表す略号。
	

	明細書番号
	11N
	14-24
	M
	CBPの取引明細定時日報を識別する番号。この番号は右揃えにされている。
	

	支払金額
	10N
	25-34
	M
	その取引明細定時日報の総額を表す価格。本総額は取引明細定時日報の金額総計と一致しなければならず、併せて、（ACS用に）それら明細書に対し総額が金額ｾﾞﾛ($0.00)で与えられなければならない。小数点以下2桁を暗示する。もし、金額が整数（ﾄﾞﾙ）なら、小数点以下2桁（ｾﾝﾄ）にはｾﾞﾛを入れる。自動手形交換所(ACH)による引き落とし参加者にとって、これは支払人の銀行口座から電子的に引き落とされる金額である。
	

	フィラー
	46X
	35-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
	


ﾚｺｰﾄﾞの識別子PU (出力)

これは明細書番号、明細書の申告者、支払い（代行）申告者、支払金額、受理年月日、受理/ｴﾗｰ　略号、受理/ｴﾗｰ　ﾒｯｾｰｼﾞ、及び支払人の事業部門番号（該当する場合）に関するﾃﾞｰﾀを提供する必須の取引明細定時日報に対する（申告者の）自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出(PT入力応答)の出力ﾚｺｰﾄﾞである。このﾚｺｰﾄﾞは自動手形交換所(ACH)への引き落とし指示書／通関概要［納税申告］提出ﾚｺｰﾄﾞが受理されたかどうかを識別する。もし、それが受理されなければ、ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞが提供される。もし、ACSが受理年月日（30-35桁）で返答するなら、自動手形交換所(ACH)への支払い承認ﾚｺｰﾄﾞは、支払いを受諾され、かつ、月次一括納税明細書の支払い期日にメロン銀行へ電子的に送信されることになる。もし、ACSが受理年月日ﾒｯｾｰｼﾞで返答しないなら、自動手形交換所(ACH)への支払い承認ﾚｺｰﾄﾞは、支払いを受諾されず、メロン銀行へ電子的に送信されることもない。適切な説明［叙述］的ｴﾗｰﾒｯｾｰｼﾞがその不承諾理由を識別するために提供される。
	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 PU (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	制御識別子
	1A
	1
	M
	常にPに等しくなければならない。
	

	ﾚｺｰﾄﾞ形式
	1A
	2
	M
	常に Uに等しくなければならない。
	

	明細書番号
	11N
	3-13
	M
	CBPの取引明細定時日報を識別する番号。この番号は右揃えにされている。
	

	明細書の申告者
	3AN
	14-16
	C
	取引明細定時日報の申告者を表す略号。
	

	支払い（代行）申告者
	3AN
	17-19
	C
	支払い（代行）申告者を表す略号。


	

	支払金額
	10N
	20-29
	C
	その取引明細定時日報の総額を表す価格。本総額は取引明細定時日報の金額総計と一致しなければならず、併せて、（ACS用に）それら明細書に対し総額が金額ｾﾞﾛ($0.00)で与えられなければならない。小数点以下2桁を暗示する。もし、金額が整数（ﾄﾞﾙ）なら、小数点以下2桁（ｾﾝﾄ）にはｾﾞﾛを入れる。
	

	受理年月日
	6N
	30-35
	C
	受理年月日を表すMMDDYY（月、日、年）形式での数値表示の日付。
	

	受理/ｴﾗｰ　略号
	3AN
	36-38
	C
	受理又はｴﾗｰを識別する略号。
	

	受理/ｴﾗｰ　ﾒｯｾｰｼﾞ
	30A
	39-68
	C
	受理［受諾］を示すか又はｴﾗｰの説明をする説明［叙述］的ﾒｯｾｰｼﾞ。
	


	ﾚｺｰﾄﾞの識別子 PU (出力)

	データ要素
	長さ/部類
	位置

（桁）
	状態
	説明
	注記

	支払人の事業部門番号
	6N
	69-74
	C
	自動手形交換所(ACH)の支払人を識別するためにCBPにより割当てられた番号。  このﾌｨｰﾙﾄﾞは自動手形交換所(ACH)による引き落とし［振替］参加者のみ使用される。  その他の者については空白で埋められるものとする。
	

	フィラー
	6AN
	75-80
	M
	空白［ｽﾍﾟｰｽ］埋め。
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